
2023/11/30(木)開催 「先進的実践事例をキーパーソンに聞く！山口県で実践するワーケーショ

ンのこれから」 セミナーレポート 

 

今回のセミナーは、山口県萩市にサテライト拠点を置き、「ウェルビーイング経営」を推進する

(株)PHONE APPLI・岩田さん、山口県にてワーケーションを実践する(株)IKETEL・松本さん、快適な

ワーク環境とホスピタリティ溢れるコンシェルジュ機能を持つ産業交流スペース Megriba・友永さんの 3 名

に登壇いただき、(株)パソナ JOB HUB・野島さんのファシリテートのもと、「山口県で実践するワーケーショ

ンのこれから」をテーマにお話をしていただきました。 

 

 

はじめに、東京に本社を置き、萩市に拠点を持つ(株)PHONE APPLI の岩田さんからは、萩市を進出

先に選んだ理由として、ストーリーのある土地、人柄・土地柄、IT 企業がまだ多くない環境の 3 つを挙げ

ていただき、 

「2019 年、明治維新胎動の地である萩で、人材育成の拠点としての歴史と伝統を受け継ぐ萩・明倫

学舎にサテライト拠点「萩明倫館アプリ開発センター」を開設しました。進出にあたっては、萩市役所の力

強い支援もいただきながら、地元志向の高い高校生を中心に採用を拡大していきました。萩に拠点を開

設してからは、本格的な新卒採用も開始し、約 2 年間で社全体の社員数は倍になりました。また、萩に

滞在用住居を設置したことで、社員がワーケーションを積極的に実践しており、萩市のスタッフと東京のス

タッフが交流する機会も増えました。萩市のスタッフが東京に行けば刺激を受けるように、東京のスタッフが

萩市でワーケーションを実践することは、同じ意味で刺激を受け、リフレッシュする機会になっていると思い

ます。その他にも、萩でしっかりとエンジニア技術を学べる環境づくりや様々な職種にチャレンジできる機会

を提供するなど若手人材の育成に力を入れています。ウェルビーイングを数値化する取り組みとして、社

員の幸福度を定期的に測定するサーベイの導入も行っています。」 

と、萩への進出からウェルビーイング経営の実践を岩田さんに語っていただきました。 



 

 

続いて、山口でのワーケーション実践者である(株)IKETEL の松本さんからは、山口でワーケーションを実

践してみて印象に残っていることとして、地域とのつながりをつくれた点を挙げていただき、 

「Megriba の友永さんに地域のプレイヤーをつないでもらったり、地域プログラムに参加させてもらい、地域

との距離感が近くなりました。そして、そのつながりをより深掘っていくことができれば、地域の課題や求めて

いることが見えてきて、そこでアクションできることも生まれるのではないかと思います。」 

と、山口でのワーケーション実践の魅力と可能性について語っていただきました。 

 

 

一方で、山口でのワーケーション実践者の受け入れを行う産業交流スペース Megriba の友永さんからは、

地域のことをきちんと紹介できる地域コーディネーターが重要である点を挙げていただき、 

「例えば、仕事を探している人には地元の企業やコミュニティを紹介するなど、山口に来られた方が何を求

めているのかを把握するようにしています。また、農業や教育、アウトドア、旅行など、各コーディネーターが

得意とする領域を活かすことで、専門的な知識や情報を提供することができます。」 

と、県外からワーケーションに来かれた方をサポートする地域コーディネーターとしての役割を語っていただき

ました。 



 

 

パソナ JOB HUB の野島さんからは、自社で実施されたワーケーションの効果や和歌山県で実施され

たワーケーションの実証実験を例に挙げていただき、 

「自社で実施したワーケーションでは、メンバー同士の信頼関係構築とビジョン・理念の再確認の 2 点につ

いては、メンバー全員が効果があったと回答しました。また、和歌山県で実施したワーケーションの実証実

験では、仕事へのやりがいや成長実感などといったワークエンゲージメントがワーケーション期間中に 24%

向上、仕事のパフォーマンスは 15％向上しました。これらの結果から、ワーケーションは個人と組織両方に

ポジティブな影響を与えることがわかりました。そして、ワーケーションは働き方の一つの手段であり、その実

践方法は多様化しているため、これからはよりその地域だからできることを見つけて実践していくことで、得

られる効果も影響範囲も大きくなっていくのではないかと思います。そして、山口は実践できる環境と価値

があると思います。」 

と、これからのワーケーションの実践価値について語っていただきました。 

 

 



 

■登壇者・ファシリテーター プロフィール 

登壇者① 

岩田泉 氏（株式会社 PHONE APPLI 取締役 / エンジニアリング＆オペレーション統括） 

1998 年に日本電信電話株式会社（NTT）に入社。2008 年シスコシステムズ合同会社に入社し、

コラボレーション製品のプロダクトマネージャーを担当。2016 年株式会社 PHONE APPLI に入社、

2017 年 6 月より現職。エンジニア組織、人事、コーポレート組織を率いて、人の力を引き出す「働き方

改革」と「ウェルビーイング経営」の思想を様々な施策で実践し、多くのお客様へ伝えている。 

 

登壇者② 

松本栄祐 氏（株式会社 IKETEL 代表取締役社長） 

「ガッツとテックで地域･社会のミライをつくる」を Vision & Mission に、地域内外の繋がりと共創を通した

地域の活性化、社会課題の解決に取り組んでいる。現在は外部人材×AI･IT を活用した地域･中小

事業者向け商品開発支援サービスを実証中。 

 

登壇者③ 

友永翔 氏（産業交流スペース Megriba 施設長） 

大手精密機器メーカーでの営業の後、東京都の国立大学、兵庫県の私立大学で学校事務や経営企

画業務に従事。2020 年から山口市の地域おこし協力隊として情報発信業務を行う。2022 年 2 月か

らはインキュベーションマネージャーとして Megriba での起業支援事業に携わっている。 

 

ファシリテーター 

野島祐樹 氏（パソナ JOB HUB ソーシャルイノベーション部 副部長） 

航空会社グループにて、航空券営業、大手企業との合弁会社・事業立ち上げ、旅行企画・事業推進

に従事した後、各自治体様との共同企画や震災復興支援企画、民泊を組み込んだ商品開発等を実

施。2018 年から新規事業開発担当者として、「旅を通じた関係人口の拡大」を目的にシェアエコツーリ

ズム／多拠点生活／次世代団体旅行／ワーケーション事業開発を推進。現在は、㈱パソナ JOB 

HUB にて、企業と地域、人と地域をマッチングし、地域複業やワーケーション実践を進めるサービスの普

及に取り組んでおり、自らも複業・ワーケーション実践中。 

 

■山口県のテレワーク・ワーケーション拠点施設 

YY! SQUARE（ワイワイ スクエア）  

都市部の企業等に勤務されている方が、地方に移住・滞在しながら、テレワークにより都会と同じように

働く「地方創生テレワーク」。「やまぐち創生テレワークオフィス YY! SQUARE」は、そのモデルオフィスとして

山口県が県庁１階に整備しました。県内の企業等にお勤めの方にも、「新しい働き方」が実践できる場

所としてご利用いただけます。 

URL：https://www.yamaguchi-sousei-office.jp/ 

 

YY! GATEWAY（ワイワイ ゲートウェイ） 

山口宇部空港国内線ターミナル２階にワーケーションの総合案内拠点として「やまぐちワーケーション総合

https://www.yamaguchi-sousei-office.jp/


案内施設 YY! GATEWAY」を設置しています。当施設では、ワーケーションに関する総合案内や相談

対応を行うほか、ご希望に応じたプランをコンシェルジュがコーディネートをさせていただきます。また、コワー

キングスペースとしても活用可能となっております。山口宇部空港到着後や出発前には、ぜひ、一度お立

ち寄りください。 

URL：https://yamaguchi-workation.com/telework/detail/?id=10017 

https://yamaguchi-workation.com/telework/detail/?id=10017

